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第 2 章 基本情報の収集 

本業務を履行するに当たり利用する種々の基本情報について、以下にとりまとめた。 

2.1 海域タイプ 

各海域に堆積した赤 土等は、海 底地形や波浪の受けやすさによって、自然 浄化パタ

ーンが異 なることが知 られている。従 って、海 域 を海 底 地 形 等 により類 型 化 することによ

り、自 然 浄 化パターン別に類 型 化 することが可 能 である(｢平 成14年 度 赤 土 等 流 出 実 態

調査｣、｢赤土等汚染海域定点観測調査｣等)。 

｢平 成 18年 度 赤 土 等 に係 る環 境 保 全 目 標 設 定 基 礎 調 査 ｣においては、｢目 崎 茂 和

(1988)石 垣 島 ・白 保 サンゴの海 ｣を参 考 に4つの海 域 タイプに110海 域 の類 型 化 を実 施

している。また、「平成14年度赤土 等流出実 態調査」においては、赤土等の拡散を促す

北 成 分 の卓 越 する冬 季 季 節 風 の影 響 の有 無 を示 す重 要 な要 因 として海 岸 線 の方 向

が挙げられている。 

これらを受 け、｢平 成21-23年 度 赤 土 等 の堆 積 による環 境 負 荷 調 査 ｣では、上 記 業 務

を参 考 に、海 域 タイプと海 岸 線 の方 向 を元 に110海 域 の類 型 化 を実 施 している。さらに、

｢平 成 24年 度 赤 土 等 流 出 防 止 海 域 モニタリング調 査 委 託 業 務 ｣においては、海 域 タイ

プと海 岸 線 の向 きの定 義 を明 確 化 し、さらに修 正 した定 義 に従 って、一 部 の海 域 につ

いては海域タイプ、海岸線の向きを修正した。 

 

平 成 24年 度 に実 施 した海 域 タイプと海 岸 線 の向 きの修 正 内 容 について表  2.1-1に

示 し、各 タイプと海 岸 線 の向 きによる赤 土 等 拡 散 の傾 向 を表  2.1-2に示 した。また、環

境の違 いによるサンゴ礁 形成 の変 化について、｢目 崎 茂 和(1988)石 垣島・白 保 サンゴの

海｣より引用し図 2.1-1に示した。 

さらに本 業 務 対 象 全 海 域 の海 域 タイプと海 岸 線 の北 側 開 口 の有 無 について一 覧 を

表  2.1-3に示 し、図  2.1-2、図  2.1-3に図 示 した。なお、重 要 サンゴ群 集 等 地 点 、対

照地点については、海域タイプ及び海岸線の向きは記載していない。 
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表 2.1-1 平成 24 年度に実施した、海域タイプおよび海岸線の向きの定義の修正 
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表 2.1-2 海域タイプと海岸線による赤土等拡散の傾向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 2.1-1 環境の違いによるサンゴ礁形成の変化 

参考文献：目崎茂和(1988)石垣島・白保サンゴの海 

 

 

 

 

 

海域タイプ 赤土等拡散の傾向

干瀬型 波浪によって底質が巻き上げ・拡散されやすく、赤土等は堆積し続けることはあまり無いと考えられる。

干瀬イノー型

礁嶺の存在により、多少の波浪では、礁池内の底質は巻き上げ・拡散されない。また、巻き上げ・拡散が起
こった場合も、礁嶺の存在により直接外海に拡散しづらく、クチがある場合は、そこに向けた拡散経路が形
成されることがある。
また、潮の干満に伴うクチに向けた一定の流れが礁池内に発生し、拡散を促す役割を果たすこともある。

イノー型
波浪によって底質が巻き上げ・拡散されやすく、直接外海へ拡散する。
ただし、干瀬型よりも水深が深いため、巻き上げ・拡散能は干瀬型に劣ると考えられる。

内湾型 波浪の影響を受けづらく、赤土等は堆積し続ける事が多いと考えられる。

海岸線の向き 赤土等拡散の傾向

北側開口 冬季季節風の影響を受けやすく、冬場においては赤土等は堆積し続けることはあまりないと考えられる。

北側非開口
冬季季節風の影響を受けづらく、冬場においては赤土等堆積量は停滞、もしくは冬場の降雨により増大する
と考えられる。
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海域番号 海域名
定点観測

調査
重点監視
海域調査

013 平南川河口 ○ 干瀬イノー型 北側開口

035 源河川河口 ○ 干瀬イノー型 北側開口

018 大井川(今帰仁村)河口 ○ 干瀬イノー型 北側開口

022 大小堀川河口 ○ 干瀬型 北側開口

039 赤瀬海岸 ○ 干瀬イノー型 北側開口

040 屋嘉田潟原 ○ 干瀬イノー型 北側開口

016 平良川河口 ○ ○ 干瀬イノー型 北側非開口

015 慶佐次川河口 ○ 干瀬イノー型 北側非開口

043 漢那中港川河口 ○ ○ イノー型 北側非開口

048 加武川河口 ○ イノー型 北側非開口

055 石川川(うるま市)河口 ○ 内湾型 北側非開口

053 池味地先 ○ 干瀬イノー型 北側開口

068 アージ島海域 ○ 干瀬イノー型 北側非開口

066 大度海岸 ○ ○ 干瀬イノー型 北側非開口

071 真謝川河口 ○ 干瀬型 北側開口

073 儀間川河口 ○ 干瀬イノー型 北側非開口

083 嘉良川河口 ○ 干瀬イノー型 北側開口

084 大浦川河口 ○ イノー型 北側開口

085 吹通川河口 ○ 干瀬イノー型 北側開口

086 浦底湾 ○ イノー型 北側開口

087 川平湾 ○ 内湾型 北側開口

088 崎枝湾 ○ イノー型 北側開口

090 名蔵湾 ○ イノー型 北側非開口

095 白保海域 ○ ○ 干瀬イノー型 北側開口

094 宮良川河口 ○ ○ 干瀬イノー型 北側非開口

097 野崎川河口 ○ 干瀬イノー型 北側開口

099 与那良川河口 ○ イノー型 北側開口

103 嘉弥真水道 ○ 干瀬イノー型 北側開口

注：平成24年度において、海域タイプを修正した海域は、013平南川河口、035源河川河口、015慶佐次川河口、053池味地先、068アージ島海

域、071真謝川河口である。また、海岸線の向きを修正した海域は、095白保海域、099与那良川河口である。
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表 2.1-3 海域タイプ(修正版)と海岸線の北側開口の有無 
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注 ：重 要 サンゴ群 集 等 地 点 、対 照 地 点 は記 載 していない。 

図 2.1-2 海域タイプ(修正版)と海岸線の向き(1/2) 
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注 ：重 要 サンゴ群 集 等 地 点 、対 照 地 点 は記 載 していない。 

図 2.1-3 海域タイプ(修正版)と海岸線の向き(2/2)  


